
公表：令和２年４月30日 事業所名　　ほっこりの里　　　　　　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペー
スとの関係で適切である ○

・個別支援が必要なお子さん
の、スペースの確保も大切に
しています。

・より、快適に過ごせる空間を目指
し、安心、安全を第一に改善を目指
します。

2 職員の配置数は適切である ○
・受け入れの準備段階から、
職員を配置し、十分な支援体
制を整えております。

・お子さん1人あたりの、関わりの量
を増やせるように、今後も適切なス
タッフを配置します。

3
事業所の設備等について、バリア
フリー化の配慮が適切になされて
いる

○
・バリアフリーだけでなく、視覚
支援等、過ごしやすい環境を
心掛けています。

・事業所内だけでなく、家庭内におい
ても、それぞれの特性に合った設備
を実現できるように、ご家族との連
携も目指します。

4
業務改善を進めるためのPDCAサ
イクル（目標設定と振り返り）に、広
く職員が参画している

○

・月１度、職員会議を設け、振
り返り、原因究明、反省、方向
修正、微調整とフィードバック
を大切にしています。

・浮かび上がった、改善目標など
は、実行リストに書き出すなど、行動
に移していきます。

5

保護者等向け評価表を活用する等
によりアンケート調査を実施して保
護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげている

○

・昨年度の結果をふまえ、意
見の多かった、地域の障がい
のない子供との交流の場を考
え、当事業所開催の、フェス
ティバルを使用した、誰でも参
加できる、ダンスイベント等で
交流の機会を設けるなど、改
善に努めました。

・定期的に、評価表の振り返りを行
い、改善点の進行具合をスタッフ間
で共有していきます。

6
この自己評価の結果を、事業所の
会報やホームページ等で公開して
いる

○
・当法人、ホームページにて記
載しております。

・掲載だけに留めず、周知を増やす
事で、常にサービスの質の向上を意
識できる事も、大切にしていきます。

7
第三者による外部評価を行い、評
価結果を業務改善につなげている ○

・平成２６年度に第三者委員
会評価を受け、福祉サービス
の質の向上に努めています。

・定期的に、第三者評価を受けてい
きたいと思います。

8
職員の資質の向上を行うために、
研修の機会を確保している ○

・各専門の研修だけでなく、毎
年、大阪府児童発達支援育成
事業等を利用し、専門家に訪
問して頂き、直接支援のアド
バイスを受ける機会も大切に
しています。

・最新の情報に目を向け、スタッフ１
人１人の専門性の向上を目指してい
きます。

9

アセスメントを適切に行い、子ども
と保護者のニーズや課題を客観的
に分析した上で、放課後等デイ
サービス計画を作成している

○

・ご本人、保護者から上がって
いない、表出されていない
ニーズの可能性も含め、面談
での情報の聴き取りを大切に
しています。

・正確な情報を得れるように日々、
援助技術の質を高め、また、幅広い
計画案を提供できるように、知識の
向上を目指します。

10
子どもの適応行動の状況を把握す
るために、標準化されたアセスメン
トツールを使用している

○

・ＡＤＬ、ＩＡＤＬと項目毎に標準
化されたアセスメントツールを
使用しています。また、強み、
得意の聴き取りにも力を入れ
てます。

・より、正確な情報を得る事ができる
ツール等がないか、情報にアンテナ
をはる事を大切にします。

11
活動プログラムの立案をチームで
行っている ○

・研修等で知り得た、療育支
援等をチームで共有し、プロ
グラムの中に組み込んでおり
ます。

・立案だけでなく、活動の目的や目
標を、スタッフ1人1人が把握できて
いる事を目指します。

12
活動プログラムが固定化しないよう
工夫している ○

・活動の振り返りを行い、方向
修正や入れ替え等、日々変化
を付ける事を大切にしていま
す。

・実生活での活用に繋がるプログラ
ムなど、今後も新しい情報に注目し
ていきます。
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13
平日、休日、長期休暇に応じて、課
題をきめ細やかに設定して支援し
ている

○
・学校からの宿題に沿い、子
供たちと相談しながら設定し
ています。

・目標設定や、支援方法など、学校
との足並みをそろえる事ができるよ
うに、日頃からの連携、信頼を大切
にしていきます。

14

子どもの状況に応じて、個別活動
と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し
ている

○
・集団活動では、必ず目的や
目標をつくる事で、自発的な
参加を重要視しています。

・その時々の環境、学校の行事など
状況に合わせて、個別、集団の内容
を組み込んでいきます。

15

支援開始前には職員間で必ず打
合せをし、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認して
いる

○

・毎朝のミーティングでは、支
援内容、役割だけでなく、子供
たちの頑張りや、焦点のあて
たい所を確認、共有していま
す。

・お子さんにも、スタッフの役割が見
えるように、視覚化する事を大切に
していきます。

16

支援終了後には、職員間で必ず打
合せをし、その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を共
有している

○

・振り返りの際は、その支援が
的確な難易度だったかや、方
向修正、微調整を大切にして
います。

・支援の進み具合等、ご家族にも伝
えていきます。

17
日々の支援に関して正しく記録をと
ることを徹底し、支援の検証・改善
につなげている

○
・個別支援計画書の項目に沿
い、支援の進行具合、方向修
正や改善を記録しています。

・重要な気づき等は、スタッフが把握
しやすいように、毎朝のミーティング
時に報告し、共有してます。

18
定期的にモニタリングを行い、放課
後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断している

○
・成長や、環境の変化に合
わせた、支援計画の見直し
を行っております。

・発達支援の達成状況や、必要性の
再検討を定期的に取り入れて行きま
す。

19
ガイドラインの総則の基本活動を
複数組み合わせて支援を行ってい
る

○
・個々に合わせた、日常生
活に繋がる自立課題を提
供しています。

・今後も、成功体験を積める取り組
みを考案し、自己肯定感を育める活
動を取り入れて行きます。

20

障害児相談支援事業所のサービ
ス担当者会議にその子どもの状況
に精通した最もふさわしい者が参
画している

○
・お子さんに合わせ、女性
スタッフ等、状況に合わせ
た参画が可能です。

・サービス担当者会議だけでなく、日
頃より、関わりの強いスタッフから、
課題や支援の進行状況を相談支援
員へ連絡、報告を行い、信頼関係を
築いていきます。

21

学校との情報共有（年間計画・行
事予定等の交換、子どもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発生時の連絡）を適
切に行っている

○

・今年度は、学校の担任の
先生が、実際にデイサービ
スでの様子を見学できる機
会も設けました。

・お子さんの頑張りや、焦点をあてた
い所など、周囲の支援者が分け隔て
なく共有できるように、今後も学校と
の信頼関係構築に努めて参ります。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け
入れる場合は、子どもの主治医等
と連絡体制を整えている

○

・医療ケアを必要とする児
童を受け入れる場合には、
主治医、関係機関との連携
を取らせて頂きます。

・日頃から、連携先の確保や、医療
ケアを必要とする、お子さんを受け
入れる体制を整えていきます。

23

就学前に利用していた保育所や幼
稚園、認定こども園、児童発達支
援事業所等との間で情報共有と相
互理解に努めている

○

・ご家族や、相談支援員よ
り、成育歴を把握し、支援
に入るうえで、押さえておく
べきポイント等重要視して
います。

・これまで受けてきた発達支援、療
育支援を把握し、必要に応じて、関
係機関との連携を図っていきます。

24

学校を卒業し、放課後等デイサー
ビス事業所から障害福祉サービス
事業所等へ移行する場合、それま
での支援内容等の情報を提供する
等している

○

・生活介護事業、就労継続
支援（Ｂ型）事業を併設して
おり、そちらに移行する場
合はもちろん、他事業所へ
移行される場合も、情報提
供致します。

・進路先において、情報を提供する
事で、移行に伴う不安や心配を軽減
するだけでなく、ご本人の着目すべ
き強みなどの引き継ぎを大切にしま
す。

25
児童発達支援センターや発達障害
者支援センター等の専門機関と連
携し、助言や研修を受けている

○

・児童発達支援育成事業
や療育園等専門機関への
訪問、連携を行い、そのア
ドバイスを元に、支援の構
築も図っています。

・幅広く、専門的な支援を受けれる
場を目指し、引き続き、専門機関と
の連携を密に行っていきます。
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26
放課後児童クラブや児童館との交
流や、障がいのない子どもと活動
する機会がある

○

・令和１年度は、他放課後
デイの交流会（お祭り）へ
の参加。また、当事業所開
催のフェスティバルでは、
地域の方が参加できるダン
スイベントも開催致しまし
た。

・引き続き、交流の機会を積極的に
取り入れます。また、交流の活動内
容や様子等を、当ホームページに記
載するなど、ご家族への発信も大切
にします。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極
的に参加している ○ ・参加の機会があれば参加します。

・協議会の情報を集め、参加してい
きます。

28

日頃から子どもの状況を保護者と
伝え合い、子どもの発達の状況や
課題について共通理解を持ってい
る

○
・各家庭の思いを尊重する
事を大切にしています。

・ご家族のお子さんに対する期待
や、希望を大切にしながら、発達状
況や課題を共通理解できるように信
頼関係を大切にしていきます。

29

保護者の対応力の向上を図る観
点から、保護者に対してペアレン
ト･トレーニング等の支援を行って
いる

○
・ご家族の思いと照らし合
わせながら、負担とならな
い事も心掛けております。

・研修等で知り得た情報の発信を欠
かさず行います。また、ご家族が参
加できる研修等の周知も行って参り
ます。

30
運営規程、支援の内容、利用者負
担等について丁寧な説明を行って
いる

○
・契約時に適切な説明を行
います。

・説明の際は、お子さんを預からせ
て頂いたり、時間に余裕を持てる事
を大切にします。

31
保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助
言と支援を行っている

○

・事例の紹介など、ご家族
にとってイメージしやすく、
すぐに取り入れる事が出来
る情報の発信を大切にして
います。

・幅広くお答えできるように、日頃よ
り、専門性を高めて参ります。

32
父母の会の活動を支援したり、保
護者会等を開催する等により、保
護者同士の連携を支援している

○

・ホームページを作成致し
ました。その中で、保護者
間の連携に繋がるような機
会を設ける事ができるよう
に調整していきます。

・保護者会を設置する場合、負担と
ならないように、参加しやすい事も大
切にします。

33

子どもや保護者からの苦情につい
て、対応の体制を整備するととも
に、子どもや保護者に周知し、苦情
があった場合に迅速かつ適切に対
応している

○
・日頃から、子供、ご家族
が声をあげやすい雰囲気
も大切にしています。

・モニタリングなど面談を行う際に、
事業所側から、苦情や気になる点な
どの、汲み取りを定期的に行いま
す。

34

定期的に会報等を発行し、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報
を子どもや保護者に対して発信し
ている

○
・ホームページにて、活動
プログラム、行事予定を毎
月更新し掲載しています。

・情報の更新、発信を継続していき
ます。

35 個人情報に十分注意している ○
・個人情報を扱う場合は、
必ず、ご家族の了承を得て
います。

・個人情報の取扱いについて、定期
的にスタッフ間で確認をいれていき
ます。

36
障がいのある子どもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしている

○

・スタッフのほとんどが、絵
カード交換式のコミュニ
ケーション方法を学んでお
ります。必要に応じて、家
族間での意思疎通のフォ
ローを行えます。

・語彙数を増やすだけでなく、ご家族
や周囲の人と、良いコミュニケーショ
ンを築きやすいように、良い言葉へ
強化も大切にしていきます。

37
事業所の行事に地域住民を招待
する等地域に開かれた事業運営を
図っている

○

・地域の方が参加しやすい
ように、招待ポスターの配
布、近隣への挨拶を欠かさ
ず行っております。

・毎年のフェスティバルの開催、地域
公民館クラブとの交流など、地域と
の関わりを大切にしていきます。
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38

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアルを
策定し、職員や保護者に周知して
いる

○

・緊急時の対応など、全ス
タッフが対応できるように、
マニュアルの策定に努めて
います。

・マニュアルの見直し、改善を繰り返
し行っていきます。

39
非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を
行っている

○

・毎月、避難計画を立てた
うえで、避難訓練を実施し
ています。また、反省点、
改善点など記録も残してい
ます。

・非常災害時、スムーズに避難でき
るよう、あらゆる災害に備え、月に一
度避難訓練を実施していきます。

40
虐待を防止するため、職員の研修
機会を確保する等、適切な対応を
している

○

・日頃より、虐待はもちろ
ん、虐待に繋がり得ること
にも、慎重に対応しており
ます。

・施設内での研修、検討会の場を持
ち、虐待防止への意識を高め、虐待
に繋がる恐れのある事案について、
職員間で振り返りを続けていきま
す。

41

どのような場合にやむを得ず身体
拘束を行うかについて、組織的に
決定し、子どもや保護者に事前に
十分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載し
ている

○

・車いす等、安全上、身体
の固定を必要とする場合
のみ、ご本人、ご家族と話
し合い、個別支援計画書に
記載した上で、固定する場
合があります。

・引き続き、支援者側が身体拘束と
捉えていない対応についても、ご本
人の意思や価値観が１人１人違う事
をふまえて、慎重に対応させて頂き
ます。

42
食物アレルギーのある子どもにつ
いて、医師の指示書に基づく対応
がされている

○

・アレルギー性の食材は、
おやつやクッキングの際、
扱わないようにしていま
す。

・その日に提供した給食やおやつの
記録を残していきます。また、アレル
ギーを抱えるお子さんの受入れの際
は、医師の指示やアドバイスを必
ず、取り入れます。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業
所内で共有している ○

・月に1度の検討会、また、
日頃より、直ぐに書きだせ
る環境整備にも努めていま
す。

・ミーティングの際、ヒヤリハット
の作成の時間を設け、振り返る
時間を作る事で、気づけていな
い小さなヒヤリの発見も大切にし
ます。
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